
　世界遺産とは「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関

する条約」（世界遺産条約）に基づいて、世界遺産リスト

に登録された遺跡や景観そして自然など、人類が共有すべ

き普遍的な価値をもつものをいいます。

　分類は「文化遺産」「自然遺産」「複合遺産」「危機遺産」

の４つで、今回、南島原市から世界遺産候補の暫定リスト

に掲載された文化財は、『すぐれた普遍的価値をもつ建築

物や遺跡』として『文化遺産』に分類されます。 

　日本では文化遺産を文化庁、自然遺産を環境省が主に担

当しており、これに文部科学省、国土交通省、林野庁など

を併せて構成される世界遺産条約関係省庁連絡会議で推薦

物件が決定されます。推薦物件は、暫定リストとして、外

務省を通じユネスコ（国際連合教育科学文化機関）に提出さ

れます。

　また、登録後は保全状況を 6 年ごとに報告し、世界遺

産委員会での再審査を受ける必要があります。
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世界遺産リスト登録までの流れ

▲吉利支丹墓碑

　1月23日、文化庁から国連教育科学文化機関 (ユネスコ )に提出する世

界遺産登録の国内候補暫定リストに、「長崎の教会群とキリスト教関連遺

産」が追加掲載されることが決定しました。

　この「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」は県内20カ所の教会群・

関連遺産で構成され、南島原市の「原城跡」「吉利支丹墓碑」「日野江城跡」

の３カ所が含まれています。

　今回のリスト入りは、私たち南島原市が抱える史跡がいかに重要であ

るかを示しており、市民に誇りと自信を与えるものと思っています。

　ユネスコの世界遺産登録の国内候補暫定リストに掲載されることは、

南島原市としても大きな喜びです。また、今回の３件の文化財以外にも、

南蛮船来航の地、コレジヨ跡、セミナリヨ跡や数多くのキリシタン墓碑

など、同時代の関連遺産が、市内各所に点在しています。これらも含め、本市に

とって教育や観光など地域活性化を図る上での貴重な財産です。今後、県などの

関係団体と連携しながら、さらなる文化財の保護と活用について推進していきた

いと考えています。

　今回の暫定リスト入りで、世界遺産登録に向け大きな一歩を踏み出しましたが、

文化審議会からは今後の登録推薦に向け、より一層の内容の充足を求められてお

り、これからの取り組みが大きな鍵となります。

　今後とも市民皆様の温かいご理解とご協力をお願いいたします。

　
提
案
で
は
、
日
本
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
教
布
教
の
展
開
か
ら
厳
し

い
弾
圧
の
時
代
、
そ
し
て
長
期
の

潜
伏
期
間
を
経
た
浦
上
で
の
※
信

徒
発
見
、
教
会
群
の
建
設
に
至
る

壮
大
な
歴
史
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
決
定
は
、
国
際
史
上
で
の

普
遍
的
価
値
や
当
時
の
キ
リ
シ
タ

ン
の
精
神
性
の
高
さ
、
教
会
群
の

意
匠
・
景
観
な
ど
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。
今
回
の
特
別
委
員
会

に
は
全
国
よ
り
24
件
の
提
案
が
寄

せ
ら
れ
、
リ
ス
ト
入
り
が
決
定
し

た
の
は
４
件
で
あ
っ
た
の
で
非
常

に
高
い
評
価
と
言
え
ま
す
。

　
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る
関
連
遺

産
の
う
ち
、
南
島
原
市
か
ら
は
、

キ
リ
ス
ト
教
を
庇
護
し
た
大
名
有

馬
氏
の
居
城
「
日
野
江
城
跡
」（
北

有
馬
）
、
日
本
最
古
と
さ
れ
る
ロ

ー
マ
字
金
石
文
が
彫
ら
れ
、
造
形

も
非
常
に
美
し
い
「
吉
利
支
丹
墓

碑
」（
西
有
家
）、
そ
し
て
鎖
国
へ

と
繋
が
る
日
本
史
上
の
大
き
な
事

件
で
あ
っ
た
「
島
原
の
乱
」
の
舞

台
「
原
城
跡
」（
南
有
馬
）
の
３
件

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

提
案
内
容
に
お
け
る
前
半
部
分
の

キ
リ
ス
ト
教
布

教
の
展
開
か
ら

キ
リ
シ
タ
ン
弾

圧
に
至
る
ま
で

の
歴
史
を
説
明

す
る
う
え
で
、

特
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
に
関
す

る
政
府
決
定
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
で
の
審
議
等
を
経
た
決

定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
世
界
遺
産
と

し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※
信
徒
発
見

　
江
戸
時
代
初
頭
か
ら
の
禁
教
令
や

鎖
国
政
策
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
迫

害
や
取
締
り
は
約
２
５
０
年
に
及
び
、

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
途
絶
え
た

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
開
国

後
の
１
８
６
５
年
３
月
、
浦
上
の
教

会
を
訪
れ
て
い
た
プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父

へ
、
７
世
代
に
渡
り
潜
伏
を
続
け
て

い
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
、
自
分
た
ち

が
信
者
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
。
厳

し
い
迫
害
の
時
代
を
乗
越
え
、
信
仰

を
守
り
な
が
ら
長
期
に
渡
り
潜
伏
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大

き
な
驚
き
と
感
動
を
も
っ
て
各
地
に

発
信
さ
れ
た
。

南
島
原
市
の
３
件
の
文
化
財
が
世
界
遺
産

国
内
候
補
の
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
！

広報 2007.３.1 18広報 2007.３.119


